
自
然
公
園
内
に
お
け
る
法
面
緑
化
工
法

（
自
然
堆
積
土
客
土
吹
付
工
法
）

は
じ
め
に

秋
田
県
は
、
十
和
田
八
幡
平
国
立
公

園
、
男
鹿

・
栗
駒

・
鳥
海
の
各
固
定
公

園
、
さ
ら
に
は
日
本
で
最
初
に
世
界
自

然
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
白
神
山
地

等
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
公
園
で
は
多
種
多
様
な
植
物

が
自
生
し
、
固
有
の
進
化
を
た
ど
っ
た

地
域
限
定
亜
種
も
数
多
く
発
見
さ
れ
て

い
る
。こ
の
よ
う
な
希
少
な
生
態
系
を
有
す

る
地
域
に
お
い
て
、
人
為
的
な
開
発
行

為
を
行
う
場
合
は
、
生
態
系
を
撹
乱
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
特
定
外
来
生

物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防

止
に
関
す
法
律
（
略
称
一
外
来
生
物

法
）
に
よ
り
外
来
種
の
も
ち
込
み
を
厳

し
く
規
制
し
て
い
る
の
は
ご
承
知
の
と

お
り
で
あ
る
。

む
つ
み
造
園
土
木
株
式
会
社

三

浦

頴

児

従
来
の
法
面
工
は
、
崩
壊
そ
の
も
の

を
力
学
的
に
抑
え
る
抑
止
工
法
に
重
き

を
置
き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
構
造
物
が

む
き
出
し
の
状
態
と
な
り
景
観
を
損
ね

て
き
た
。
そ
の
た
め
近
年
で
は
法
面
を

緑
化
で
覆
う
保
護
工
が
主
流
と
な
り
つ

つ
あ
る
。
と
り
わ
け
、
景
観
を
重
視
す

る
自
然
公
園
内
に
お
い
て
は
人
工
構
造

物
の
露
出
は
極
力
抑
え
た
い
も
の
で
あ

る
。こ
の
よ
う
な
中
、
外
来
種
（
洋
芝
）

に
よ
る
急
速
緑
化
工
法
が
見
直
さ
れ
、

現
在
は
圏
内
産
の
草
本

・
木
本
類
で
の

緑
化
再
生
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

た
だ
し
、
樹
林
化
に
至
る
ま
で
に
法
面

が
浸
食
を
受
け
や
す
く
、
く
ず
等
の
繁

茂
を
お
さ
え
る
保
護
管
理
が
必
要
と
な

る
な
ど
、
課
題
が
多
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

自
然
堆
積
土
客
土

吹
付
工
法

本
工
法
は
埋
土
種
子
混
在
表
土
（
シ

ー
ド
バ
ン
ク
）
を
活
用
し
、
生
育
基
盤

材
と
混
合
し
吹
き
付
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
埋
土
種
子
の
発
芽
定
着
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
緑
化
工
法
分

類
で
は
「
森
林
表
土
利
用
工
」
に
分
類

さ
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
地
域
性
を
重
視

し
た
工
法
と
し
て
、
周
辺
か
ら
採
取
し

た
種
子
か
ら
発
芽
さ
せ
た
苗
木
を
利
用

す
る
「
複
合
型
」
、
周
辺
部
か
ら
の
飛

散
や
鳥
散
布
に
よ
る
「
自
然
侵
入
促
進

工
」
が
あ
る
。
こ
の
中
で
複
合
型
は
、

広
範
な
施
工
地
域
で
は
百
木
の
育
成
や

確
保
に
複
数
年
を
要
し
、
割
高
で
あ
る

た
め
に
一
般
化
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

森
林
表
土
利
用
工
と
自
然
侵
入
促
進
工

は
平
地
や
緩
傾
斜
地
で
は
有
効
で
あ
る

が
、
前
述
の
よ
う
に
法
面
な
ど
の
傾
斜

地
で
は
浸
食
を
受
け
や
す
く
適
さ
な
い
。

そ
こ
で
、
傾
斜
地
で
も
浸
食
を
受
け

に
く
い
接
合
剤
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
森
林
表
土
利
用
工
と
自
然
侵
入
促

進
工
両
方
の
利
点
を
も
っ
た
自
然
堆
積

土
客
土
吹
付
工
法
を
開
発
し
た
。

自
然
堆
積
土
客
土
吹
付
工
法
の
特
徴

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
図

l
1）。

①

埋
土
種
子
を
含
む
表
土
（
シ

l
ド

パ
ン
ク
）
を
利
用
す
る
。

②
利
活
用
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
地

元
産
の
リ
サ
イ
ク
ル
材
（
針
葉
樹
皮

繊
維
、
伐
根
材
の
チ
ッ
プ
堆
肥
）
を

活
用
で
き
る
。

③

接

合

剤
と
し
て
無
機
系
固
化
材
を

使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
面
の
長

期
安
定
化
が
図
れ
る
。

卜口ンメル式表土選別機

表土（シードパンク）採取

量

客土吹付機

計

追
跡
調
査
結
果

平
成
二
二
年
に
施
工
さ
れ
た
鳥
海
林

道
整
備
工
事
（
東
北
森
林
管
理
局
）
の

追
跡
調
査
デ
l
タ
（
図
｜
2
）
を
基
に

本
工
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

施
工
条
件
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

施
工
時
期
平
成
二
二
年
一

O
月
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③②  

下
旬
j

一

法
面
勾
配

吹
付
厚
さ

一
月
中
旬
）…0
・
七

平成26年6月22日平成25年IO月21日平成24年6月12日平成23年7月13日平成23年6月10日
調
査
日

調
査
地
状
況

三
曲

9ニウツキ．ヌスヒ’トハギシロJ／.クサ
ヤマハンノキ
アキノキリンソウ

リョウメンシゲ
ミソゾタ．

7111 
~Iレテ．

ムヲサキγキ7'
ニワトコ
ヨモキ．

7ス．マナルコ

ヤエムグラ
世ニキ・キョウ

ヒヨドリ＂＇ナ
オニタヒ．ラコ

ススキ
ヨγ

アキタプキ
者ラノキ

調査確認種

ミヤマイラクサ
ママコノソリヌグイ
ノミノ7スマ
yロサ．

ヱソ・7グサイ
モミシ。イチコ．

9チツホ’スミレ
キプン
コスナピ

④

土
質
真
砂
土
を
含
む
粘
性
土

ま
た
、
調
査
は
二

m
コ
ド
ラ

1
ド
三

カ
所
で
実
施
し
た
。

ノミノ7スマ

エソ7ゾ．サイ

ヤエムゲラ

モミシ．イチコ．71'1 

iヤマイラタサ

シロず

ムラサキゾキ7'

7；ピマナルコ

なし

前
回
調
査
時
か
ら
糟
加
し
た
師
団

一前
回
か
ら
減
少
し
た
種

No.1 （平成22年11月20日吹付け）

翌
平
成
二
三

年
六
月
か
ら
植

生
の
追
跡
調
査

を
開
始
し
、
そ

の
遷
移
に
つ
い

て
分
析
し
て
み

る
と
、
尚

1
地

点
で
は
草
本
類

が
大
半
を
占
め

一
七
種
が
確
認

さ
れ
た
。
さ
ら

植生調査

に
一
カ
月
後
の

同
年
七
月
に
再

度
調
査
を
し
た

段
階
で
、
八
種

増
え
て
計
二
五

種
が
確
認
さ
れ

た
。
い
ず
れ
も

周
辺
で
確
認
で

き
る
種
で
あ
り
、

埋
土
種
子
か
ら

発
芽
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
毎
年

調
査
を
実
施
し

て
い
る
が
、
他

の
地
点
と
総
合

自然堆積土吹付工法図－2

的
に
判
断
す
る
と
、
種
数
の
増
減
は
ほ

ぼ
横
ば
い
だ
が
、
草
本
類
が
徐
々
に
減

少
し
代
わ
り
に
木
本
類
が
増
え
て
い
る
。

こ
れ
は
、
飛
散
や
鳥
散
布
な
ど
の
自
然

侵
入
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
基
盤
も
合
わ
せ
て
調
査
し
た
が
施

工
後
二
年
で
も
客
土
の
流
出
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
今
後
も
飛
来
種
子
の
発
芽
を

期
待
で
き
る
。

四

お
わ
り
に

こ
の
工
事
で
は
、
施
工
規
模
が
比
較

的
小
さ
い
た
め
、

基
盤
材
製
作
プ
ラ
ン

ト
を
現
地
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

地
域
外
の
工
場
に
も
ち
込
ん
で
の
製
作

と
な
っ
た
。
工
場
で
ブ
レ
ン
ド
し
た
基

盤
材
を
再
度
現
地
に
も
ち
帰
る
ま
で
に

地
域
外
種
子
の
混
入
を
防
止
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
当
社
で
は
、

独
自
に
開

晦
『

ト

発
し
た
ト

』

ロ
ン
メ
ル

式
選
別
機

（図

l
3）

で
シ

I
ド

パ
ン
ク
の

異
物
の
選

別
を
現
地

で
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
域
外
種
子
の
混
入
を

防
止
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

シ
l
ド
バ
ン
ク
の
も
ち
出
し
、
乾
燥
、

選
別
、
ブ
レ
ン
ド
、
現
地
搬
入
ま
で
お

よ
そ
三
O
日
を
要
し
た
時
間
と
、
運
搬

等
の
コ
ス
ト
を
大
幅
に
軽
減
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

今
後
、
森
林
表
土
利
用
工
の
採
用
は

自
然
公
園
内
で
は
増
加
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
シ
ー
ド
パ
ン
ク
確
保
が
困

難
な
場
合
が
多
く
、
準
備
工
の
段
階
か

ら
あ
ら
か
じ
め
計
画
さ
れ
集
積
・
保
管

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

併
せ
て
地
域
性
種
苗
の
種
子
採
取
や
育

苗
等
も
各
エ
リ
ア
で
独
自
に
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
国
内
外
来
種
の
侵
入
防

止
と
多
様
な
生
物
の
遺
伝
子
保
護
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
当
社
で
は
今

後
さ
ら
な
る
改
良
を
加
え
、
よ
り
進
化

し
た
工
法
へ
成
長
さ
せ
る
べ
く
研
錯
し

て
い
き
た
い
。

卜口ンメル選別機

三
浦
額
児
・
み
う
ら
け
ん
じ

む
つ
み
造
園
土
木
株
式
会
社
技
術
開
発
部

長秋
田
大
学
鉱
山
学
部
土
木
工
学
科
卒
業
平

成
二
年
入
社

｛
む
つ
み
造
園
土
木
株
式
会
社
概
要
】

秋
田
市
に
本
社
を
置
く
造
園
・
土
木
に
関
す

る
企
画
・
調
査
、
設
計
、
施
工
管
理
並
び
に

維
持
管
理
に
係
る
業
務
を
行
う
総
合
建
設
業

図－3
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